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太田　伸也　　石井　健介

　小金井中学校での教育実習における特色が教育実習生の「研究課題への意識」の高まりに効果的に

機能しているかを，平成26年度，27年度に本校で基礎実習（3年次）を経験した教育実習生85名への

調査によって把握することを試みた。85人中58人（68％）が学部での事前指導や教科教育法関連科目

での授業の一環として本校での授業観察を教育実習前に経験しており，ほとんどの場合に「影響を受

けた」と回答していることがわかった。また，「全体研究授業」や「保健室勤務」等の経験が，研究課

題への意識の高まりにつながっていることが推測された。

〔キーワード〕教育実習　事前指導　全体研究授業　保健室勤務

1．研究の目的
　木稿の日的は，小金井rl1学校での教育実習における特色が教育実習生の「研究課題への意識」の高ま

りに効果的に機能しているかを検討することである。とりわけ，木校独自の特色から「（1）教育実習

の前に「lg前指導や学部の教科教育法授業の一環として本校での授業観察を経験している」「（H）教育実

習生全員で企体研究授業に取り組む」「企Uが保健室勤務を経験する」に着目する。そのために，木校

が取り組んだ教育実〕Pllをテーマとする研究（東京学芸大学1｛rf属小金井中学校『研究紀要』．1967，

1987，1989，1991）を振り返るとともに（1）（II）の特色を確認し，教育実習生への調査によって「研究

課題への意識」とその変化を把握する。

2．本校における教育実習生指導　一「教育実習」をテーマとする過去の研究から

　附属学校の重要な使命の一つである教育実習生の指導について、本校では実際の指導と並行して、研

究：1…題巾に「教育実習（または教育実地研究）」を掲げて研究的・実証的に取り組んできた経緯がある。

研究紀要によれば、次のようにテーマ設定がなされ、実践的な研究が行われた。以下に概略を述べる。

　　1　期間　　昭和58（1983）年～平成元（1989）年

　　2　研究北題　　教育実地研究生指導のカリキュラムとその実践

　　3　研究の日的　　「教育実地研究における教科指導の一つのあり方を明らかにする」

　　　そのために

　　　①各教科の目指す教育実地研究生像を明らかにする。

　　　②　各教科の教育実地研究生指導の日標を明確にし、指導内容、指導の方法を明らかにする。

　　　③大学学部での指導との関連を明らかにする。

　　4　研究の方法

　　　①　研究対象

　　　　中学校教員養成課程（B類）学生の3年次実習を主たる対象とし、必要に応じて一部小学校教

　　　11養成課程（A類）学生の4年次自由実習を補助的に対象とする。

　　　②各教科共通に次の指導内容の抽出

　　　　a　到達目標の検討

　　　　b　研究目的の焦点化

　　　　　ア　教育実地研究生指導の方針と重点の明確化

　　　　　イ　各教科の望ましい授業の検討、授業観・教材観の確立
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　　c　指導内容の骨子と教育実地研究生の到達段階の検討

　　d・文献研究による指導計画の要素の摘出

5　研究の結果と考察

①教育実地研究生の指導の到達目標

　　各教科に共通する教育実地研究生の到達目標として「生徒の実態を考慮した授業設計ができ

　る」を設定し、「生徒の実態」「授業設計」の意味を各教科で掘り下げることによって、教科ごと

　のより具体的な到達目標が表現できるようにした。

　　参考までに2つの教科の到達目標を示すと次のようになる。これ以外の教科においても、教科

　の特質を加味しつつ、同様の方向性をもったものが掲げられている。

【国語科】教師が設定した目標達成のための形成過程が踏まえられていると同時に、教師・教材・

　　　　　生徒が関わり合い、啓発し合うことによって思考が深まっていくことを目指した授業設

　　　　　計ができる。

【数学科】知識の伝達を重視する授業、教え込む授業から、生徒が問題意識をもって問題に取り組

　　　　　み、それを解決していく過程で、目標としての知識や考え方を身につけていくことを目

　　　　　ざした授業ができる。

上記に共通するのは、授業技術の習得ではなく、授業観そのものの変革を目ざしていることであ

ろう。実習生が実際に授業を担当する以前の段階で、オリエンテーションも含めて担当教科の授業

を観察する機会を設け、その記録や分析に相当の時間を費やす理由も、そこにある。

②指導計画の骨子、到達段階、指導内容の一覧

教

指導計画の骨子

i各教科共通） 教科の指導計画 指導計画の評価

教科の特質

@科の　目　標

ﾈの重点指導内容

邇ﾀ地研究生像

教科の実績
十　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　十

学習指導の研究
教育実地研究生指導

図1　（東京学芸大学附属小金井中学校研究部，1987，p．7）

　共通到達目標を踏まえ、各教科で作成するが、全教科に共通する指導の流れは図1のように示さ

れている。まず、各教科でそれまでに蓄積してきた学習指導に関する研究や教育実習生の指導に関

する研究を参考にして各教科の指導内容・指導方針を定めて指導計両を作成する。その計両に基づ

いて実習生を指導した結果をもとに、実習生の実態や生徒への指導結果の而から再度指導計画の骨

子・各教科の指導計画の見直しを行い、修正するのである。

　また、教科指導においては「目標・教材・生徒」という授業の3要素を教師が制御するという考

えに基づき、「教材研究・指導計画の立案」「学習指導」「授業研究・授業参観」の3場而で、具体

的な指導目標と指導内容を1～皿の3段階（この段階は通常3週間の実習期間の第1週～第3週の

各週にほぼ該当する）のに分けて指導することとした。これらの各場而は互いに関連し合うととも

に、各段階も相互に関連を持ちながら次の段階へ進んでいくものとし、このような場而と段階を経
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て実習生の能力の高まりを期待した。下の図2がそのような相互関連を表す。

匡三｝一酷教材・生徒
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指導計画の立案
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堰@　i

l　i
目標・教材・生徒 学 習 指 覇 IiIIiIII　l　　　l

㌶⊇IiIIiIII

　　　　　　　　　　　　　　図2　（東京学芸大学附属小金井中学校研究部，1987，p．8）

③実習生指導の実際

　各教科で作成した実習生指導の方針・到達目標・内容などを、指導計画にしたがって指導してい

くわけであるが、その指導の流れを図示すれば、次の図3のようになる。この図は、指導の全体像

を示すと同時に、1研究生が1時間の授業を担当する際にどのような学習の場があるかを示すもの

ともなっている。

〈研究生指導のシステム〉 口：研究生の活動
⊂⊃：他との関迎

r　　　　｝一一一一一一一一一→i i←一一一レ
図3　（東京学芸大学附属小金井中学校研究部，1991，p．5）

　回は準備する場面であり、この場面で実習生が指導計画を作成し、教材研究を行って指導教員の

指導助言を求める。ここでは、研究生1名で行う場合もあるが、数名の実習生が共同して行う場合

もある。教科の通常の授業の場合は前者、学級の道徳の場合は後者であることが一般的である。

回は実際の授業の場而であり、授業者（実習生）と生徒との相互作用の中で授業が進字iし、生徒

には学習日標が達成されれば、学習が成立したこととなり、授業者にとっても、生徒の様々な反応

から学習し、研究が成り立つ。ここでは指導教1－iが常に参観し、他の実習生、特に同学年同教ド｝配

属の実習生は必ず参加して参観記録をつけたり、ビデオ録阿等を行っている。

回の場而では、指導教貝、他の実習生の参観記録、ビデオ等をもとに、授業者を中心として授業

研究会（反省会）を行う。できる限り他の実習生も参加し、授業を評価するとともに、より望まし

い授業へ改善の方向性を探り、次時にいかすことを目指す。

　なお、教科全体で行われる研究授業（最終段階）では、共同で準備場而から始める場合が多く、

教科の全実習生と全教員が反省会に参加する。多くの場合、大学の指導教官も招かれる。

　さらに、本校独自の取り組みとして、教科輪番による全体研究授業がある。その年の担当となっ

た教科が、1学級1時間の授業を行い、全実習生、全教員の参加のもとに研究授業と授業研究会が

行われる。中学校以上では教科の独自性が強調されるため、教科の枠を超えた授業研究が行われる

ことが少ないが、本校ではあえてこのような全体研究授業を設定し、実習中に学んだ「授業観」に

基づき、教科の枠を超えた討議が活発に行われている。

④各教科における実習生指導の基本方針とその共通性

　教科でどのような実習生像を目指すかによって、指導の内容や方法が定まる。研究授業の指導案や
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授業研究会の記録などから、実習生指導の基本方針について共通するものを拾うと次のようになる。

　A　教科の特質とみられる基礎・基本の内容を修得させる。

　　　・教科教育の意義や目標

　　　・教科指導における知識技能

　　　・教員としての資質　など

　B　授業観・教材観の確立を求める。

　　　・導入の方法や発問のありかた

　C　生徒の実態に応じた指導を求める。

　　　・学習課題の持たせ方

　　　・実態に応じた指導過程

　以上の3項目は、各教科共通に実習生指導の柱と考えられており、平成元年の研究協議会におい

ても、教科分科会の協議主題にほぼ共通に埋め込まれていた。

大学の実習カリキュラムの改定を受けて部分的に変更されたところはあるが、今日に至るまで、本校

の実習生指導における基本方針及び指導過程は、ここに述べたものを踏襲している。

3．本校における教育実習の特色から
（1）事前指導や学部の教科教育法授業の一環として本校での授業観察を経験していること

　附属小金井中学校では，9月に「中等教育教員養成課程（B類）」3年次学生を主とする教育実地研

究（基礎実習）を3週間，10月に「初等教育教員養成課程（A類）」4年次学生を主とする教育実地研

究（選択実習）を2週間行っている。大学のキャンパス内にあることから，このほかにも，教育実習事

前事後指導における授業参観，大学の授業時間での授業参観，教職大学院生の研修等の場等，年間を通

して多くの学生・院生が訪れる。このような学部・大学院との述携の状況を表1に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　表1　学部・大学院との連携の状況

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度（1月末）

事前事後指導

@　教科数
@　担当教員数
@　実施回数

7教科
X名

P6回

7教科
X名

P2回

8教科
P1名
P4回

9教科
P0名
P5回

8教科
P1名
P7回

6教科
W名

P1回

大学学部授業協力

@　教科数
@　担当教員数
@　実施回数

7教科
P1名
P1回

5教科
P1名
X回

8教科
W名

P0回

5教科
W名

P2回

8教科
P3名

P6回

6教科
P5名
P3回

大学院授業協力

@　教科数
@　担当教員数
@　実施回数

4教科
S名

S回

3教科
T名

T回

4教科
S名

R回

　　　　4教科

@　　　7名
@　　　4回
ｳn大学院研修生1名1年間

3教科
U名

P5回

　　　　3教科

@　　　8名
@　　　3回
h職大学院研修生1名半年間

卒論及び修論協力 記録なし ← ← 4件 6件 1件

主題研究テーマ

課題意識を高め、自らの

竄｢を深める教育課程づ
ｭり

生徒一人ひとりを、学び

№｢により伸ばす授業の

n造

『思考力・判断力・表現力等』を育成するための据導とその肝価
学ぷ意欲を持ち、追及し

ﾄいく生徒の育成

研究協議会・公開授業

､究会への本学学部
ｶ・院生の参加数

分類集計せず ← 63名 101名 119名 59名

（11－1）教育実習生全員で「全体研究授業」に取り組むこと

　3年次学生を対象とする「基礎実習（9月）」では，各教科で行う研究授業とは別に，「全体研究授

業」を期間中に1回行っている。これは，1つの教科が代表で研究授業を行い，全実習生と全指導教員，

大学連絡教員，当該教科の関連する大学教員が参加する授業研究会である。担当教科は午ごとに輸番制

をとっている（例えばH23年度は美術，　H24年度は保健体育，　H25年度は技術・家庭（技術分野），　H26

年度は技術・家庭（家庭分野），H27年度は英語）

　この取り組みは，教育実習生の授業を全実習生で参観し，その授業実践について検討を加えることで
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成果を確認し，今後の課題を明確にすることが目標である。参観者も単なる授業の感想にとどめず，授

業で表出した事実をもとに質疑を行うこと，そのために各自が事実を綿密に観察し，授業記録をとるこ

とが求められている。次に当日の研究会の概要を示す。これは，指導教員にとっても，教育実地研究の

成果を振り返り検討する場となっている。

t－－－－－ロ－－－－－－－－コ－－ロ－　－　ロ－ロ－　ロ　ロ　－の　　　ロ　テロロ－－－－－－－－－－－－　－ロ　　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　　－　エ　ロ　　－－－エ－－ロロ－－ロ－P－ロのロロ－－　　ロ　－－コリ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

i　日日寺　9月○日　（○）　　13：20～16：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1授業参観　　授業13：20～14：10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　　　（教科）○○科　　（授業主題）口口口　対象　○年○組生徒　　　　　　　　　l

i教科ごとの協議（大教室）14：15～14：45　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i　　研究生は教科ごとに協議を行い，全体協議の場で発表する参観評をまとめる。　i
i全体協議（大教室）15：10～16：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i　　開会→学校長挨拶→大学指導助言者紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

i　　協議　①授業者自評　②教科代表から参観評　③質疑応答，協議　　　　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　講評　①本校教員（○○科教員，学級担任）　　　　　　　　　　　　　　　i

i　　　　②大学教員（○○科教育教員，実習連絡教員）　　　　　　　　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

i　　副校長挨拶→閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

（II－2）全員が「保健室勤務」を経験すること

　保健室勤務は，保健講話とは別に，教育実習生を6～12人の小集団に分け，養護教諭が1校時分の指

導を保健室で行っているものである。これは，実習生にとって，養護教諭の役割や保健室運営の実際を

臨床的に体験することを通して理解する貴重な場になっている。

　具体的には，「生徒の保健室利用」「学校で行う救急処置」などのほかに，演習として「健康相談」の

ロールプレイを行っているのが特色である。実習生が，事例に沿って「生徒」「養護教諭」「担任」の3

グループに分かれ，代表者がグループの相談をもとにロールプレイを行い，その観察や記録をもとに，

養護教諭や担任の望ましい対応を検討・協議している。実習生が就職してからの学級経営も考え，健康

相談や教育相談について，学校全体で連携し生徒理解を深め，教職員全員が役割分担して行うものと伝

えることがねらいである。

4．教育実習生の「研究課題への意識」とその変化

4．1　調査内容と方法

　小金井中学校での教育実習における特色が教育実習生の「研究課題への意識」の高まりに効果的に機

能しているかを検討するために，教育実習生への調査を実施した。

　調査用紙を図4に示す。先に示した特色の「（1）事前の授業観察の経験」は，質問項目の1に対応

している。また，「（1［－1）全体研究授業」に関しては，主として質問項日のll（カ）（キ）（ク）（ケ）

に対応し，「（H－2）保健室勤務」に関しては主としてH（ス）に対応している。

　調査は，教育実習最終日に図4を配付し実習日誌と一緒に提出するという方法で実施した。質問項目

のHは，それぞれの観点について，教育実習終了後に自分の意識を振り返り，実習後と実習前の自分の

意識を比較して記入することになる。ここでの意識の数値化は主観的ではあるが，実習後と実習前の自

分の変化についての傾向はその差に表れると考えられる。

　今回は，平成26年度，27年度の2年間の調査結果を整理し，分析，考察する。調査は平成26年度，27

年度の「基礎実習（9月）」に本校で取り組んだ教育実習生全員を対象とした。調査数は平成26年度が

42人，平成27年度が43人，合計85人である。以下の集計ではこの85人の回答を合わせたデータを用いる。
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「一一一一一一’一一一一一一一一一一一一一一一■一一一一一’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一゜°一一一一一一一一一一一一一”一一一一一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■一一一甲■一一一一一一■一一1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　　　附属小金井中学校における教育実習についての調査【基礎実習】（平成26年9月）　　　附馴・金井中学校　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

；　　　　　今後の教育実習等のための資料としますので，以下の項目に回答し，教育実習日誌と一緒に提出してください。　　　　　　i
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　　　　なお，回答内容が研究以外の目的で使われることはありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

l　　　　　　　　教科等　　　　学級　　　学籍番号　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　i
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

l　　　　I．この教育実習以前の研究・学習について該当するものの記号（ア～エ）にOをつけ，関連する内容を記入してください。　　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

；　　　　　また自分にとって「1　影響を受けた」「2　あまり影響を受けなかった」を選択してください。　　　　　　　　　　　i
i　　　　　6月27日の本校でのオリエンテーションを除きます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1　　　　ア．事前指導で附属小金井中学校の授業を参観したことがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

i　　　　参観した授難（　　　　）纐回数（　）耀（・2）　　　i
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ

i　イ・事端導以外の学部・一輔働錨中轍礎諜鯵観したことが輪　　　　　　i
i　　　　　　　　　　　参観した授業等（　　　　　　　　　　　）　参観回数（　　　　）　影響（1　2）．　　　　　　　　1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

；　　　　　　　　　　大学／大学院の授業科目名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　1
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1　　　　ウ．上記ア，イ以外で，附属ノ握誹中学校の授業を参観したことがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1　　　　　　　　　　　参観した授業等（　　　　　　　　　　　）　参観回数（　　　　）　影響（1　2）　　　　　　　　　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　　　具繍にどん嫡面ですか（　　　　　　　　　　　　）　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i　　　　L．オリエンテー一ション以外では附属小金づ1：ヰ1学校の授業を参観したことはなし㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

i　五・この鮪実習を通しての「自分の研究課題への繊Jの変化について伺い註教meemと実習後の自頒蹴に近i
l　　　　　いものを1～4の数字で記入してください。また，具体的な例などがあれば備考に記入してください。　　　　　　　　　　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1　　　　　　　1強く意識している　2意識している　3あまり意識していない　4全く意識していない　　　　　　i

i　教科欄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

；（カ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

i（キ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

i（ク）　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i（ケ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1　　　教科舛指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・　　　．　．　　　　　　　　　　．　　・　　．　　・　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i（サ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

，　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1　（ス）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1　　　　皿．この教育実習前後で教職志望の意織はどうですか。5～1の数値で回答してください。　　　　　　　　　　　　　　　　i

i　　　　　5とて楓・4強い3訊ている2迷いカ1ある1志vaしない　i
；　　　　　　実習前（　　　　）　　実習後（　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4　調査用紙

実習前 実習後 備考（何か具｛｛的にあれば記入してください。なければ空欄のま1｝三）

自分の専門教科の学習指導

ﾉ関して

自分の専門外教科の学習指

ｱに関して

教科指導の場而での生徒理

�ﾉ関して

授業研究の重要性に関して
i全体研究授業を通して）

　　4．2　教育実習前の授業観察（調査項目1）

　　　事前指導や学部の教科教育法等の授業の・・一一一環として，本校での授業を参観した経験があるかどうか，

　　また，「影響を受けたかどうか」を調べた。

〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　－94一



表1に示すように，85人中58人（68％）が本校での授業観察を教育実習前に経験しており，ほとんど

の場合に「影響を受けた」と回答していることがわかる。

表1　教育実習前の授業観察の経験

参観したことがあるi

参観したことはないi
　　　　計

ア事前指導ア事前指導での参観

1回i41
2回i15
計i56

1影響受けたE49

2受けなかった

　　計

イ他の授業
　　．P回i17 イ他の授業での参観

　　●Q回i1 1影響受けた118
　　．R回i1 2受けなかったi1

計i19 計　　i19
個別に依頼i

4．3　研究課題への意識とその変化（調査項目II）

　設問は，教育実習を通しての「自分の研究課題への意識」の変化について，教育実習前と実習後の自

分の意識に近いものを下の1～4の数字で記入するというものである。また，具体的な例などがあれば備

考に記入することとしている。

　1強く意識している　　2意識している　　3あまり意識していない　　4全く意識していない

　以下に・調査項目ごとに，全体の傾向をあらわす表と図，および個人の変化をあらわす図を示す。

　「表IIカ」の数値「42」は，実習前の意識は「2」だったが実習後は「1」であると回答した学生が

42名であったことを表している。また，「IIカ」のグラフの一番左は，「1」と回答した学生数が実習前

は24人であったが実習後は73人であることを表している。rr【カ（2）」のバブルチャートは表IIカに対応

しており・（実習前・実習後）＝（2，1）の大きな○印は表1［カの「42」人を表す。○の位置が右下

にある方が実習前より実習後の方が意識が高いことを表すと解釈できる。

「．チ…表nカ 専門・学習指導への意識
←プ、｝“－　　w｝　　・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　r

@　　　　　　　　　　　l

実習後平均1」

1強い 2ある 3あまり 4ない 計（人）

1強い 23 1 24
　　←ｩ一…’r

@　…
　　　　　／〒　　　　　⌒　　　　　　　　　一　　→　　マ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

p｝｝－一〉｛@寧一一一　一’一一一〔＿＿＿　＿　　∨）括＋，　，　　，　　　　　　　カ

｝－w“ww～〉

D｛→1

D　●二←・

@　T　

一
．・・．●・■■●●●●●

Qある
●■●●■●●■●●■■●

S2
・●●●●●●■■■■●●■

@7
…　　　■●●■●●■■■■ ・．・．・・…　　　■●●■● ．・．・・．…　　　●■●■橿竺

y珂
ﾇ時

49
．・■・●●●●●●●●● ●●●■■●●●●●■●● ・●・●●●●●●■■●●● …　　　●・●●●●■●●● ・■・・■…　　　．．∋冑●■ ・・．・．・…　　　●■●●

盾　・　　　　一　　←　　　　　　　　　　　　　砺　　　　　一一　　　一　一　’　－　　　　、　　メ　　　　　》　　一　　胴　　　＿　　　　・

@　≠　　＞1　　　　　　、　　　一　　　　　　　　，　　　　÷　　　　≒

3あまり・・・・・・・…　　　　’・． 　8‘■■◆●●●●●●●●● 4 12

　　　　80

@　　　70
@　　　60
Eく　　　50
ﾙ　　　　40無銘　　　30

@　　　20
@　　　10

@　　　0

　　1

@　｝|　　i 一一甲…@’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　“’　　＿　　A

．‘・．畠・●●■●●●●● 虚A・’‘右亀工ユユ●工● A8▲亀’A・直ユ●　　●ぷ A亘ぷ　　泉由A工　　臼1　　●

4ない 0 一
一一　＾一一一　一一　一｝

〕o朴

計（人） 73 12 0 0 85
ル　．　　　　　　　　⌒　　形　牛・　一　一

｝一｡1強い 2ある 3あま㌧ 4ない（カ）白由記述

謔闍??ｺ力な指導をこころがけるようになった。

竄ﾍり，教える内容の専門性は教育を行う上で最ilt要だと考え

ﾄいる。

昌実習前（λ） 24 49 12 0
該実習後（人） 73 12 0 0

元から意識はしていたが，実践を通してより貝体的に見えてく

るものがあり，意識もより強いものになった。

日的を定め教材作り，教材選びをする大切さを実感した。

発問に関する工夫および1↑嚇，また授業中の展開の中で求めら

れる対応

多様な読みと拡大解釈の対応について

生徒にどのような発問をすればよいのか，どうすればより理解

してもらえるのかということを意識するようになりました。

実際の授業を通して具体的なものになった。

教科で専門性を高める必要性があると思った。

実習中に見つけた課題があったため。

授業をスムーズにできていればなんとかなると思っていたが，

生徒の反応，生徒の主体性を気にするようになった。

生徒の関心の引き方を特に考えるようになった。

知識も含め，教材研究が足りないと感じた。

なぜ中学生という段階で専門教科を学佼という場で学ぶ必要

があるのか。

b

4

剥3

洲2

1

0

E力｛2｝専門・学習指導への意識の変化
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●一●：6：．：．一．in1：
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実習前
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ない◇
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表nキ専門外・学習指導への意識　1
実習後平均2℃

1強い 2ある 3あまり 4ない 計（人）

1強い 1 1
寝自即珂佃K時

2ある 7 3 10

3あまり 5 46 11 62
u1　　　　▼…　　　▼　　　　　・

Sない
百　2

u．u●■

U ぎ 12
計（人） 15 55 15　　0 85

（キ）自由記述

他教科の授業をあまり見ることができず，自分の専門外の

教科の指導に関してイメージを膨らませることはあまりで

きませんでした。

他教科の授業もいくつか見学したが，それぞれの教科の特

徴ゆえの難しさがあるように感じた。

全体の研究授業を通じ，英語の授業にも生かせるところが

あった。

数学や他の教科では，何をどう扱うのかに興味を強くもつ

小学校のように1人の教員が多くの教科を教えるわけでは

ないので，他教科の学習指導はあまり重要視しなくてもよ

いと考えている

教材や単元のめあての設定

研究授業を通し，学ぶことも多いと感じた。

全体研究授業の存在が大きかった。

他教科との関わりについて

他教科と美術の話をつなげてより面白い授業にしたいと思

った。

道徳教育

養護的観点から他教科を見ることの重要性を学んだ。

く

c3

70

bO

50

40

30

フn

10

0

皿キ専門外・学習指導への意識

■実習前（人）

灘実習後（人）

口＝■」
1強い　　　　フある ヨあまり 4な1、、

1

15

10

55

62

15

12

0

5

4

＄3

部2

1

0

Hキ（2）専門外・学習指導への意識の変化

　豊訣戟@葺　よ〔

9●

票

0 1

e強い

2

実習前

3 4

ない今

5

「　表IIク教科・生徒理解への意識 i

実習後平均12
　　旬P強いi2ある13あまり　　　　　　，

4ない 計（人）

1強い 7
■■■■■■■■■u…

7i………’…す……’……

c旦旦．．．三…．旦．…．

Q3i10

．　．　・　．．　．．　．　．．　．　．・ ■■■■u■…　　　　．．●■● ・・．．．．・．■．．．・

S2
橿苫即宮佃K時

2ある・　・…　　　　．・・．　．．，・

Rあまり

．・・・・・・・・・…

@1
・．　・・…　　　　．．．　．… ■●●■　■●●■　●●■㊨．

R4
・…　　　　．・・・…　　　　．・

Sない
……’’’’’” �f’’’’’’’”…

@　　i2
．・．　・・・・・・・… ・．・・．…　　　　．・．… ■●●■■●●■■●■・・

@2
計（人） 66i1811 0 85

（ク）自由記述

短く適確な指示の重要性を確認した。

生徒理解をすることによって，授業の構成や盛り上がりに大

きな影響があることがわかった。

生徒の発言に対する反応や評価を疎かにしてはいけないと分

かった。

生徒の実態に即した授業展開，学習展開，学習活動の工夫

実際に授業を行ってみると，生徒の実態がよくわかり，それ

に沿って指導案を変えていくことができました。

机間巡視による生徒の意見の把握

机間指導の際に生徒の反応を見ることができる

学校教育として必要不可欠である

今まで授業を通していくつか指導案を書いたが，生徒の実態

の把握無しでは授業の計画を立てることはできないことを改

めて感じた。

一方的ではなく，生徒と相互のやりとりができると授業の展

開も良い。

生徒に対する理解が指導にっながると感じた。

生徒の反応を予想するのに必須

男女差，生徒の性格や能力に合わせた指導。

一人一人の生徒の立場・視点になって授業を考えることが大

事だと思いました。

偵
oo

70

皿ク教科・生徒理解への意識

60

50

40

30

20

10

0

■実習前（人）

ロ実習‘麦（人）

1強い
ノ

66

ゴ．訂

皿ク（2）教科・生徒理解への意識の変化
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∀…）丁
@ 表皿ケ 授業研究への意識………ﾗ

実習後平均14
1強い 2ある 3あまり 4ない 計（人）

1強い 5 5

2ある 27 10 37

3あまり 21 14 1 36
■●●●■●■．・・…

Sない
■■●　．・．・・．．．．．

@2
●●●■■●■…　　　．…

@5
■■●●●●●■■■●●・ ●●■■■●●．．・．… ●■●●●●●■■■■●・

@7
計（人） 55 29 1 0 185

（ケ）自由記述

綿密な時間設定，多様な反応予想の必要性

他の教師の指導を見ることで自分自身との共通点などを改め

て知ることができ，自分の授業の改善に役立てることができ

るとわかった。

他教科から指導内容をみることの重要性を知った

他学科の視点の重要性

授業後の意見交流がとても勉強になった。

授業構成，時間配分の大切さを学んだ。

白分では見えないことを多く知れ，多くの教科の意見が教科

色が出ていておもしろかった。

さまざまな教科の視点から観ることで，新しい発見が生まれ

，よりよい授業が作れると感じました。

各教科の視点から語られる意見がとても勉強になった。普段

はなかなか他教科と意見を言い合う機会がないので有意義だ

った。

各教科ごとの視点というものを教職員全体で共有できたら理

想であると考える。

新たな視点からの意見を得ることができる。

参考になる而が多かった。

白分の授業を多角的に評価してもらう爪要性

他教科からの視点の新鮮さ・大切さを学びました。

他教科の内容を知ることも大切と感じた。

保健だよりの作成で，栽せる以上の知識が必要。

皿ケ授業研究への意識

　　　　　　　60

@　　　　　　50

ｭ　　　40
ｩ　　30拍舗　　20　　　　　　　10　　　　　　　　0

1 一1

1強い 2ある 3あまり 4ない

■実習前（人） 5 37 36 7

コ実習後（人） 55 29 1 0

皿ケ（2）授業研究への意識の変化

「　　表 IIサ学級指導への意識
“”…’…『｝一一…一　T－》…一…『…巾… @　一’；

@　　　　　　　　　…

実習後平均t3
1強い2ある 3あまり 4ない 計（人）

1強い 4 4

2ある 27 8 35
●●●●●●－w■－・・●

Rあまり

●●w■■■・

Q5 15
40●●■　●■■…　　　　．　・・．

●●●■●●●■・…　　　．

Sない
●●●●●・・・・…　　　．

@3
●●●●■●■●●■●…

@2
■●■■■●■・．．　．・． ●■●●■■●●■■●■・

5

計（人） 59 25 0 0 85

（サ）白由記述

生徒1人1人を細かく槻察していく事が大切であった。

集団の秩序，生徒の白主性を育てる指導

実際に生徒と関わることで，全体に働きかける指導だけで

なく，1人1人に指導する大切さがわかりました。

様々な反応を総合し，冷静に分析する

学級の指導に関しては，生徒たちの日常的な様子をよく観

察していることが重要なことであると学んだ。

学級のことを知ることの大切さを理解した

数少ない機会で生徒のどこを見るか

学級・学校を把握することは重要である。

学級で雰囲気づくりが授業にも大きく影響すること。、

教師が口を出すことはほとんどなく，生徒の自主性が重視

されていた。

見えている部分だけでなく，背景も考慮しなければいけな

い。

元々中学二年生は複雑な年頃であるので，どう接するか不

安なところもあったのだが，実習を通してささいな声掛け

が大事であることを学び，ケアをもっとしなければならな

いと感じた。

皿サ学級指導への意識

てきげ1；一，

’

　　　　70

b　　　60
ﾍ　　　50回廉　　　40

X　　30詰拍　　　20

u　　　10

@　　　　0

轍総

・〉｛丙一￥一

毒㍉灘．蒙三

　・ジー

X溺、 ＿園■＿＿＿．

1強い 2ある 3あまり 4ない

囹実習前（人； 4 35 40 5

鍵実習後（人） 59 25 0 0

5

4

＄3

柵｛2

1

0

Hサ（2）学級指導への意識の変化

豊一●　　9
㊥

0 1

e強1．、

2

実習前

3 4

な1．、→

5

一97一



表nシ道徳指導への意識
「

実習後平均口
1強い 2ある 3あまり 4ない 計（人）

1強い 3 3
后…吉瓢口榔時

2ある 11 16 27
3あまリ 11 28 6 45
…　　　　．・・・・・…　　　　．

Sない
●・・…　　　　．．…　　　　．・

@3
．・・．・．．．．・．■．・

@7
■　．　．・－・．・・．　．　．・ ．u．　．．　．　・　．　．　．．　．　．　． ■■・・・・・・・・…

P0
計（人） 28 51 6 0 85

（シ）自由記述

より生徒の実生活に投影し考えやすい主題設定

目標を明確にすること，そしてその目標を達成するためにど

ういう授業風景にすればいいのかしっかりと考えなければ

いけないと実感しました。

雰囲気作り

何を考えさせたいか，そこに導く手順はどうするのか，難し

いが手ごたえを感じた。

道徳をどう運営していくか

道徳の授業はその生徒たちの実態に合ったテーマを取り扱

うことで意味のあるものになることが分かった。

道徳の授業は資料を読んで感想を書くという型式になりが

ちだと思っていたが，工夫次第では生徒が主体的に参加でき

るものにできるということに気付いた。

道徳の授業の存在意義を理解した

生徒に何を考えてもらいたいのか，こちらの意図を明確にす

ることの大切さを学んだ。意見の提示方法も工夫することが

できた。

授業実践を通して重要さと難しさがわかった。

ねらいをしっかりとたてないと，あやふやな内容になってし

まう。

llシ道徳指導への意識

　　　　　60

@　　　　50

Eく　　　40
煤@　30鯨鎚　　　20

@　　　　10

@　　　　0
1強い 2ある 3あまり 4ない

■実習前（人） 3 27 45 10

ロ実習後（人） 28 51 6 0

皿シ（2）道徳指導への意識の変化

実習前

　　　　　　●一…

　　　　　　●一一一
・L－＿＿＿1

「 表皿ス学校呆健への意識
一‘@　　　　1
@　　　　｜ 皿ス学校保健への意識

実習後平均1⑨

1強い 2ある 3あまり 4ない 計（人）

1強い 7 7
一一ピーw，、P一｝一，…〕、ヤー〔一｝｝，A～一＾戸一・w

柾i3馳日蝋叶

2ある 6 7 1 14
・

A≦ヤ㌔・‘一・“

， ・

3あまり 3 28 5
36・・・・…　　　　．・・…

　　　　60

@　　　50

Eく　　　40
增@　30緑戟　　　20

@　　　10

@　　　　0

一｝
A

・・・・・・・・・・… ．・…　　　　．・…　　　　．・・ ・・・・・・・・・…　　　　．・ ●■■■■・舎■■●●・● ■●・・・・・・・・…

4ない 4 22 2 28 1 一一一一←一←一｝ 一一一一…

計（人） 20 57 8 0 85
一　　　　　　

@1強1，、

一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　←一一

一一　　三L3あ読り

2ある
→　一｝一　…@4なt，、（ス）自由記述

ﾛ健についての理解は大切だが，保健と関係のない各教科の教

�ﾉとっては，それほど理解が頂要なものではないと考えてい
驕Bノロ血緒マ1　去7　　　　　　　L　　　、↑’1イ‘議“fr梧　　　七フこ　　　Lナ　∫に】血棉二、か守子　、吊

■実習前（人） 7 14　　　　　　　36 28

ロ実習横（人） 20 57　　　　　　　8 0

保健室とタンニンとの連携が重要であることを保健指導を通

じて考えた

担任と保健室の連携の必要性

担任，養護教諭，部活の顧問，保護者など，たくさんの人と連

携して生徒の理解や悩みを解決していくことが大切だと分か

りました。

生徒の心と体の健康には教師全体が一丸となって配慮する必

要性があることがわかた。

教員がいしきせねばならない需用事項の大きな1っであると感
じた。

学校保健と学級担任がどのように関わっていけたら生徒をサ

ポートできるだろうかという点を深めることができてよかっ
た。

教員間での情報共有が必要である。

担任も保健室に通う生徒等の把握が大切であること。

特に心理的な面

保健室の先生と担任との情報のやりとりが重要であることが

分かりました。

5

llス（2）学校保健への意識の変化

4
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←強い
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な1．、→
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表皿セ立部活・行事等への意識 「
実習後平均20

皿セ部活・行事等への意識

1強い 2ある 3あまり 4ない 計（人）

1強い 5 1 6
桧コ加貢冊く肝

2ある 6 33 39

旧z

C

3あまり 2 20 9 1 32

　　　　　70

@　　　　60

@　　　　50ｾ　　4。藁　3。蘂　　　　　20

@　　　　10

@　　　　0

・・・・…　　　．・■■■■

Sない
…　　　　　　　　u●－

@1 4
・1・1・1■・・w■■■

@2
・・・…　　　1・・●●●●

@1
・・・…　　　w■●，，▼●

@8 一
計（人） 14 58 11 2 85 一

一 一
1強い 2ある 3あまり 4ない

ロ実習前（人） 6 39 32 8

口実習後（人） 14 58 11 2

Hセ（2）部活・行事等への意識の変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　（セ）白巾記述

@部活動は見に行くことができませんでしたが，生徒の話を

@聞いていると，やはり学校生活の中でぬ活動は大きな割合

@を占めていると感じました。　　　　　　　　　　・

@部活動に参加することができなかった。

@生徒にとってはたいせつなものだと思う

@協力体制，まとまらせるにはどうしたら良いかを考えるこ

@とができた。

@学年合同刮1会を通じて，委員会のクラスに与える影響を

@考えた。

@見学に行くことはできなかったが，行事に向けて準備を進
@めている様子を観察することができた。・あまり行きたい部活がなかった

@今回たずさわることができなかったため。

@生徒の違った而がみられ，より生徒♪萌『につながる。

@部活動内での人川関係の把握の必要性

● ●

　5

@4
M3
w榔2　1　0

6　÷　　　　　　　r

●

一●　・●　　　　　　●・

●11←

勺■
」

・●

P

@　　　　　2

@　　　　　　兜t揃
@強い

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　　5

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない今

「

4．4　教職志望の意識（調査項目皿）

　この設問は，教育実習前後で教職志望の

意識がどう変わったかを5～1の数値で

回答するものである。

5とても強い　　　4強い

3志望している　　2迷いがある

1志望しない

　ここでは，数値が大きい方が教職志望が強

いことを表している。「III（2）」のバブル

チャートでも右上にある（上に動く）方が意

識が高いことを表している。

皿（1）実習前と実習後の教職志望の強さ

2（迷い）

　24

　20

（強い）　5（とて

14　　　　　14

21　　　　　25

1 表皿実習前と実習後の教職志望の強さ 1 皿（2）実習前後の教職志望の強さの変化

実習後

　　3　　　　：　　　　　　：
b（ない）i2（迷い）i3（ある）i4（強い） 5（とても） 計（人）

　　　　　　　　　T｝一一

E一煦黶怐@一
@　　　　　　　　　12i4i　i1（ない）

＿＿＿．i＿＿．＿三＿＿＿＿1．．．＿．．＿
6

・・…　　　．■●●●■■

Q（迷い） lgiloi4
…　　　．…　　　．・・●■ ．・…　　　●■●●■●●

　6

@5
@4w、鰍　2　ユ　0 劇誓噂『｛

●一＿＿＿1＿＿＿＿一＿＿＿＿
1 24

■．■●■●●●●●●，

R（ある） …5i4i12
．．・・7・．　　　●●－

@6
・．…　　　，●●●1■

Q7 ●一 i
．＿　｛ ●一●一・一・一一一

，▼・1，　　　　　・ 言…寸 14（強い） 、LL…2…5 6 14 ●
▼　　　　　　　　　　，、

T（とても）
i　　言

il…1… 12 14

計（人） 2…20i17i21 25 85
0　　　　　1　　　　　2　　　　　3　　　　　4　　　　　5　　　　　6

@　　　　　　　実習前
@　　く≒　　55し、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5ヨ良し、　今
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5．まとめと今後の課題

　小金井中学校での教育実習における特色が教育実習生の「研究課題への意識」の高まりに効果的に機

能しているかを，平成26年度，27年度に本校で基礎実習（3年次）を経験した教育実習生85名への調査

によって把握することを試みた。

（1）85人中58人（68％）が学部での事前指導や教科教育法関連科目での授i業の一環として本校での授

業観察を教育実習前に経験しており，ほとんどの場合に「影響を受けた」と回答していることがわかっ

た。学部の授業時間内に本校での授業観察を取り入れるという，大学のキャンパス内にある附属学校と

しての特色が生かされている。

（ll）本校での教育実習後に実習前の自分の「研究課題への意識」を振り返り比較する調査からは，前

章のように，どの項目でも「意識が高まった」と考えている学生が多いことがわかった。全体的な傾向

をみるために，それぞれの項目について，実習前と実習後の数値の平均値とその差を求めると表2のよ

うになる。

　教育実習前に「3　あまり意識していな尾ブ籔寄裳曹苦ど実習後あ数値の平均値とその変化

い」「4　意識していない」が半数をこえて

いる項目は，「キ　専門外の学習指導」「ケ

授業研究」「サ　学級指導」「シ　道徳指導」

「ス　学校保健」であったが，いずれも実習

後には，研究課題として意識するように変化

している。とりわけ，「キ　専門外の学習指

導」「ケ　授業研究」「ス　学校保健」につい

ては，「全体研究授業」への取り組みや「保

健室勤務」の取り組みを経験していることの影響が大きいと思われる。なお，「サ　学級指導」「シ　道

徳指導」についても，それぞれ「学級指導レポート」「学級配当の実習生の協働による道徳指消への取

り組み」の効果と思われる。（詳細については前章の各項目の表やグラフを参照）

（皿）実習後の自分の教職志望の強さを実習前のそれと比較した数値をみると，プラスに変化したのは

43人，変化なしが32人，マイナスに変化したのは10人であった。少数ではあるが，マイナスに変化する

ケースについては，今後その理由等について把握することが課題となるであろう。

　以上のように，本校における教育実習プログラムは，独自の特仏である「（1）教育実習の前に’1師1

指導や学部の教科教育法授業の一環として本校での授業観察を経験している」「（n）教育実習生企nで

全体研究授業に取り組む」「全員が保健室勤務を経験する」ことに代表されるように，企体として教育

実習生の「研究課題への意識」の高まりに効果的に機能しているといえる。大学での指導との連携をさ

らに深め，質的な高まりを把握していくことが今後の課題である。

項目 実習前 実習後 一化

力専門・学習指導 1．9 1．1 0．8

キ専門外・学習指導 3．0 2．0 1．0

ク教科・生徒理解 2．4 t2 1．2

ケ授業研究 2．5 1．4 1．1

サ学級指治 2．5 1．3 1．2

シ道徳指情 2．7 1．7 1．0

ス学校保健 3．0 1．9 1．1

セ部活・行事等 2．5 2．0 0．5

引用・参考文献

東京学芸大学附属小金井中学校研究部（1986）．「教育実地研究カリキュラムの開発と評価の研究一1

　　年次報告」，東京学芸大学附属小金井中学校『研究紀要』第24号，pp．3－15

東京学芸大学附属小金井巾学校研究部（1987）．「研究の経緯と概要」，東京学芸大学附属ノ1、金井lll学校

　　『研究紀要』第25号「教育実地研究カリキュラムの開発と評価の研究一2年次報告」，pp．5－8

東京学芸大学附属小金井中学校研究部（1989）．「研究の経緯と概要」，東京学芸大学附属小金井ll1学校

　　『研究紀要』第27号「教育実地研究生指導のカリキュラムとその実践」，pp．5－10

東京学芸大学附属小金井中学校研究部（1991）．「研究の経緯と概要」，東京学芸大学附属小金井中学校

　　『研究紀要』第28号「教育実地研究生指導のカリキュラムとその実践」，pp．3－6

一100一


